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地方自治法第１９９条第７項及び第５項の規定に基づき平成２９年度の出資 

団体監査及びこれに伴う所管部署の随時監査を実施したので、同条第９項の規 

定によりその結果を別紙のとおり公表する｡ 
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１ 監査の対象 

  市が資本金、基本金等の４分の１以上を出資している８団体の中から下記の団体を抽

出して実施した。 

団体名及び所在地 株式会社 津山市加茂町ふるさと振興公社 

津山市加茂町中原５１６－１ 

所 管 部 署 産業経済部 仕事・移住支援室 

 

２ 監査期間 

期      間 平成２９年８月４日～平成２９年１２月２０日 

委員による聴取日 平成２９年１０月１８日 

 

３ 監査の範囲及び方法 

平成２８年度における当該団体にかかる出納その他の事務の執行が適正であるか、出

資目的に沿った事業運営が行われているか等を主眼として監査した。 

監査にあたっては、当該団体の事業の実施状況、決算状況資料の提出を求め、関係す

る諸帳簿等の調査のほか、関係者から説明を聴取するとともに、温泉源泉施設の実地調

査を行った。 

 

４ 対象団体の概要 

(１)設立年月日  平成６年４月４日  

(２)設 立 目 的  加茂地域内及び近隣住民との交流施設として整備された、三世代

研修宿泊施設「ウッディハウス加茂」の管理・運営のため、旧加

茂町の第三セクターとして設立された。 

(３)基 本 財 産  ４７，１００千円 

          津山市(旧加茂町)から４２，５００千円の出資を受けている。 

(４)主 要 事 業  温泉水供給事業 

(５)役員等の状況  代表取締役社長１名、取締役３名、監査役１名 

（平成２９年８月１日現在） 

(６)津山市との関係   代表取締役社長に津山市副市長が就任している。 

平成２７年２月に発覚した「ウッディハウス加茂における不適

切な会計処理」問題※１以降は、仕事・移住支援室が事務局として

経理等の事務全般を引き受け、加茂支所産業建設課が事務協力と

して温泉水の検針・集金等を行っている。 

また、津山市の公の施設である高齢者総合福祉施設「めぐみ荘」、
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三世代研修宿泊施設「ウッディハウス加茂」へ温泉水を供給して

いる。 

 

５ 監査の結果 

  対象団体にかかる出納その他の事務の執行については、概ね適正に執行されていると

認められたが、一部において改善を要する点が見られたので、必要な措置を講じるよう

要望する。 

(１)出資団体について 

ア 指摘事項 

① 会社法第４３５条第２項には、「株式会社は、法務省令で定めるところにより、

各事業年度に係る計算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書を作成しなけ

ればならない」と規定されているが、事業報告書が作成されていなかった。法令

に基づいた適正な事務処理を行うよう改められたい。 

② 会社の経理に関する規程が定められていなかったが、不正や事務処理ミスの防

止のためにも、経理規程を整備し、適正な会計処理の徹底を図られたい。 

③ 現金の取扱について、担当者レベルでの確認しかなされていなかったので、事

務処理過程におけるチェック体制を明確にし、複数職員での確認を徹底するなど、

出納事故のないよう努められたい。 

イ 要望事項 

① 株券については会社設立当時から発行していないとのことであったが、実務上

の混乱を防ぐため、発行していない旨を定款に定め、整理されたい。 

 ② 温泉水の配水管の管網図が作成されていないので整備するとともに、施設設備

の点検・管理を徹底し、安定的な温泉水の供給に努められたい。 

 

 (２)所管部署について 

ア 指摘事項 

   ① 文書管理について、株式会社津山市加茂町ふるさと振興公社の簿冊の中に仕

事・移住支援室が管理すべき文書が混在しているのが見受けられた。所管部署と

しての業務と、事務局としての業務を混同することのないように、文書管理規程

に基づいて、適正な事務処理をされたい。 

   ② 株式会社津山市加茂町ふるさと振興公社については、会社法に定めのある事業

報告書の作成がなされていなかった。また、経理規程についても整備がなされて

いなかったので、法令・規程に基づいた適切な事務処理を行い、不正等の発生を

未然に防止するよう、出資者として指導されたい。 
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(３)監査委員の意見 

株式会社津山市加茂町ふるさと振興公社（以下「ふるさと振興公社」という）は、

平成６年に三世代研修宿泊施設ウッディハウス加茂（以下「ウッディハウス加茂」

という）を運営する目的で設立され、平成１３年に百々温泉の温泉権を取得してか

らは、温泉水供給事業も手掛けてきた。平成１８年度からは津山市の指定管理者と

してウッディハウス加茂の管理運営を行っていたが、平成２６年度に指定管理者が

一般財団法人津山市都市整備公社（以下「整備公社」という）に変わった後は、温

泉水供給事業のみを行っている。 

平成２７年２月には、「ウッディハウス加茂における不適切な会計処理」※１が発

覚し、この問題をきっかけに、ふるさと振興公社は公認会計士と顧問契約を結び、

税務関係及び関連会計業務について適正な処理を行うとともに、再発の防止に努め

てきた。 
ふるさと振興公社の今後の方向性としては、平成２２年３月に市の外郭団体経営

検討委員会から出された「外郭団体の経営改革に関する見解」の中で、「統廃合を進

める団体」として整理されており、解散後、整備公社に統合する方針が示されてい

る。 

また、津山市第１０次行財政改革実行計画では、事業運営について、温泉給水事

業に特化し、経営改革を図ることとし、平成３１年度を目途に収支状況を勘案しな

がら、ふるさと振興公社の整理の方向性について検討を行うとしている。 

今後とも、安定的に温泉水を供給できるよう施設設備の点検・管理を徹底すると

ともに、ふるさと振興公社の整理に向けたこれらの方針を踏まえ、具体的方向性を

明確にし、円滑な法人整理に向けて計画的に取り組まれたい。 

 

※１「ウッディハウス加茂における不適切な会計処理」 

平成２６年４月からウッディハウス加茂の指定管理者となった整備公社に出向して経理を担

当していた、ふるさと振興公社の取締役でウッディハウス加茂の元支配人が、平成２６年度売

上金の一部６，１５４千円を不正流用していた問題。流用金額のうち、４，５５３千円につい

ては、ふるさと振興公社の取引先等への支払いに充てられていた。 

残りの１，６０１千円についての使途は特定できず、私的流用は確認できなかったが、元支

配人が、ふるさと振興公社の使途不明分を補填した。 

整備公社とふるさと振興公社との業務提携の経緯や、ウッディハウス加茂の円滑な事業継続

の観点から、ふるさと振興公社に整備公社が貸付け（３年程度での弁済を趣旨とする金銭準消

費貸借契約を平成２７年３月３１日に締結）を行い整理した。 

 


